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八
月
二
五
日
、
米
国
旗
を
掲
げ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
米
通
商
代
表
部

（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
の
会
議
室
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
代
表

は
現
れ
た
。
日
本
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
初
の
単
独
会
見
で
、
聞
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
多
い
。
短
い
挨
拶
か
ら
す
ぐ
質
問
に
入
り
つ

つ
、
私
は
、
間
近
で
見
る
歴
戦
の
交
渉
官
に
改
め
て
強
い
印
象
を
受

け
て
い
た
。
若
い
頃
か
ら
鍛
え
た
と
い
う
長
身
の
体
軀
や
強
い
ま
な

ざ
し
か
ら
、
内
に
秘
め
た
自
信
と
闘
争
心
を
感
じ
た
。

一
貫
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
懐
疑
的

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
二
〇
一
六
年
の
大
統
領
選
で
、
自
由
貿
易
批

判
や
中
国
へ
の
強
硬
姿
勢
を
訴
え
、「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」
の
労
働
者

層
に
支
持
を
広
げ
て
勝
っ
た
が
、
具
体
的
な
戦
略
は
な
い
。「
ト
ラ

ン
プ
の
通
商
政
策
」
を
実
質
的
に
指
揮
し
た
の
が
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー

氏
だ
。
中
国
に
よ
る
知
的
財
産
侵
害
を
、
米
国
の
経
済
・
軍
事
覇
権

を
揺
る
が
す
事
態
と
と
ら
え
、
制
裁
関
税
を
多
用
し
つ
つ
米
中
通
商

協
議
を
展
開
。
急
激
に
進
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
陰
で
米
労
働
者
が

置
か
れ
た
苦
境
や
、
中
国
が
構
造
的
に
抱
え
る
問
題
を
「
可
視
化
」

し
た
。

　
「
大
統
領
は
極
め
て
賢
明
な
や
り
方
で
行
動
を
と
っ
た
。
米
通
商
法

三
〇
一
条
を
使
い
、
問
題
の
根
源
に
対
処
し
た
。
関
税
を
か
け
た
か

ら
こ
そ
、
中
国
側
と
も
建
設
的
な
対
話
が
で
き
、（
一
月
に
署
名
に

至
っ
た
米
中
の
）『
第
一
段
階
の
合
意
』
も
ま
と
ま
っ
た
の
だ
」。
ラ

イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
は
自
ら
が
お
膳
立
て
し
た
政
策
路
線
に
つ
い
て
、

終
始
「
大
統
領
」
を
主
語
に
語
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
不
興
を
買
っ

た
高
官
が
次
々
に
政
権
を
追
わ
れ
る
な
か
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
を

控
え
、
裏
方
に
徹
す
る
こ
と
で
中
枢
で
の
権
力
を
保
っ
て
き
た
。

朝
日
新
聞
ア
メ
リ
カ
総
局
記
者

青
山
直
篤

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商
政
策
を
取
り
仕
切
る
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
代
表
。

九
〇
年
代
以
降
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
礼
賛
路
線
と
は
一
線
を
画
し
、

労
働
者
保
護
や
中
国
牽
制
の
視
点
か
ら
強
硬
策
を
繰
り
出
す
そ
の
戦
略
は
、

共
和
党
支
持
者
の
み
な
ら
ず
、
民
主
党
の
一
部
を
包
含
す
る
説
得
力
が
あ
る
。

あ
お
や
ま　

な
お
あ
つ　

二
〇
〇
三
年
東
京

大
学
卒
業
、
〇
八
年
米
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ
ッ

チ
ャ
ー
法
律
外
交
大
学
院
修
了
。
共
同
通
信

社
を
経
て
、
〇
八
年
朝
日
新
聞
社
入
社
。
山

口
総
局
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
編
集
部
、
経
済
部
な

ど
を
経
て
、
一
八
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
総
局
。
ト

ラ
ン
プ
政
権
の
経
済
通
商
政
策
を
担
当
。

労
働
者
重
視
で
支
持
拡
大

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
通
商
戦
略
の
し
た
た
か
さ
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ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
同
盟
国
が
経
済
・
安
保
の
両
面
で
米
国
の
善
意

に
つ
け
込
ん
で
き
た
と
主
張
し
、
大
統
領
就
任
後
も
「
同
盟
国
は
敵

国
よ
り
た
ち
が
悪
い
」
な
ど
と
批
判
し
て
き
た
。
公
約
通
り
に
環
太

平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
か
ら
離
脱
し
、
北
米
自

由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
再
交
渉
に
着
手
。
日
本
に
対
し

て
も
一
八
年
三
月
に
鉄
鋼
・
ア
ル
ミ
製
品
の
追
加
関
税
を
発
動
し
、

一
九
年
五
月
に
は
日
本
か
ら
の
輸
入
車
も
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
認

定
し
た
。
日
本
車
へ
の
追
加
関
税
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
一
九
年
八

月
に
G
７
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
仏
ビ
ア
リ
ッ
ツ
で
の
記
者
会
見

で
私
が
質
問
し
た
際
も
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
私
が
も
し
や
り
た
い
と

思
え
ば
、後
に
な
っ
て
や
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
答
え
た
。
そ
の
後
、

今
に
至
る
ま
で
、
将
来
に
わ
た
り
発
動
し
な
い
と
明
言
し
た
こ
と
は

な
い
。

　

そ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
下
で
実
務
を
担
う
通
商
代
表
が
、
中
国
牽
制

の
戦
略
的
な
意
思
が
明
確
で
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
信
任
も
厚
い
ラ
イ
ト

ハ
イ
ザ
ー
氏
だ
っ
た
こ
と
は
、
日
米
関
係
に
安
定
を
も
た
ら
し
て
き

た
。
今
回
の
取
材
で
も
、
一
月
に
発
効
し
た
日
米
貿
易
協
定
に
続
く

今
後
の
「
第
二
段
階
」
の
交
渉
を
急
が
な
い
姿
勢
を
示
し
、
自
動
車

分
野
の
数
量
規
制
を
求
め
る
こ
と
も
「
な
い
」
と
明
言
す
る
な
ど
、

日
本
側
の
立
場
に
配
慮
し
た
物
言
い
に
徹
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
米
側

の
従
来
の
立
場
を
譲
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
浮
か
び
上
が
る

の
は
、
条
文
の
細
部
ま
で
交
渉
の
中
身
を
知
悉
し
た
、
タ
フ
で
は
あ

る
が
信
頼
に
足
る
交
渉
相
手
で
あ
る
（
八
月
二
七
日
付
朝
日
新
聞
・

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
の
記
事
参
照
）。

　

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
の
真
骨
頂
は
「
国
際
通
商
分
野
の
技
術
的
専

門
家
で
あ
る
の
に
加
え
、
大
統
領
や
大
統
領
を
選
ん
だ
有
権
者
た
ち

の
意
向
を
十
分
に
く
み
取
っ
た
政
策
を
進
め
て
き
た
」（
最
側
近
だ
っ

た
ジ
ェ
イ
ミ
ー
ソ
ン
・
グ
リ
ア
前
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
首
席
補
佐
官
）
こ
と
に

あ
っ
た
。
原
点
は
、「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
」
の
鉄
鋼
の
街
オ
ハ
イ
オ
州

ア
シ
ュ
タ
ビ
ュ
ラ
で
育
ち
、
米
労
働
者
の
心
象
風
景
を
肌
感
覚
で
学

ん
だ
幼
少
時
代
に
あ
る
。
名
門
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
を
卒
業
後
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
三
〇
代
の
若
さ
で
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
次
席
代
表
と
し
て

日
米
貿
易
交
渉
な
ど
米
通
商
政
策
の
中
枢
を
担
う
。
た
だ
、
八
五
年

に
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
を
去
っ
て
か
ら
は
、中
国
の
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

へ
の
加
盟
な
ど
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
の
声
が
政
策

形
成
の
主
流
に
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

労
働
者
保
護
の
視
点
、
民
主
党
左
派
と
の
親
和
性

　

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
が
表
舞
台
か
ら
離
れ
た
冷
戦
終
結
後
の
数
十

年
間
は
、米
国
が
党
派
を
問
わ
ず
自
由
貿
易
を
推
し
進
め
た
時
期
だ
。

号
砲
と
な
っ
た
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
共
和
党
の
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権

が
交
渉
を
進
め
、
民
主
党
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
で
議
会
が
承
認
、
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大
統
領
が
署
名
し
て
発
効
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
で
ラ
イ
ト

ハ
イ
ザ
ー
氏
の
一
学
年
上
に
い
た
ク
リ
ン
ト
ン
氏
が
推
し
進
め
た
自

由
化
で
、
米
経
済
は
Ｉ
Ｔ
業
界
を
中
心
に
順
調
に
成
長
し
た
。
中
国

の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
向
け
た
米
中
の
二
国
間
交
渉
も
ク
リ
ン
ト
ン
政
権

で
合
意
に
至
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
超
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
が
幕

を
開
け
る
。
そ
の
結
果
、
雇
用
流
出
や
格
差
拡
大
な
ど
負
の
影
響
が

ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
よ
う
な
特
定
地
域
に
偏
っ
て
生
じ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商
政
策
は
労
働
者
保
護
を
唱

え
る
「
左
派
」
的
な
主
張
を
掲
げ
た
。
野
党
民
主
党
の
論
客
と
比
べ

て
も
、
米
政
治
権
力
の
主
流
を
長
く
歩
み
、
オ
バ
マ
前
政
権
の
副
大

統
領
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
し
た
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領

よ
り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
か
ら
「
極
左
」
と
呼
ば
れ
る
上
院
議
員
の
バ
ー

ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
や
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
氏
の
通
商
政

策
に
む
し
ろ
親
和
性
が
強
い
。

　

ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
氏
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
再
交
渉
を
経
て
ま
と
め
た

「
米
・
メ
キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
協
定
（
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）」
は
、
上
下
院
と

も
に
超
党
派
の
圧
倒
的
多
数
の
支
持
を
得
て
米
議
会
を
通
過
、
二
〇

年
七
月
に
発
効
し
た
。
サ
ン
ダ
ー
ス
氏
や
、
民
主
党
の
副
大
統
領
候

補
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
上
院
議
員
は
労
働
者
保
護
や
環
境
条
項
が
不
十

分
と
し
て
反
対
票
を
投
じ
た
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
し
た
ウ
ォ
ー
レ
ン

氏
は
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
は
賛
成
し
た
。
オ
バ
マ
政
権
が
推
進
し
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
、
カ
ギ
を
握
る
「
貿
易
促
進
権
限
（
Ｔ
Ｐ
Ａ
）」
法
案
に
つ
い

て
身
内
の
民
主
党
す
ら
説
得
で
き
ず
、
一
五
年
、
当
時
の
野
党
共
和

党
の
協
力
に
頼
っ
て
か
ろ
う
じ
て
議
会
を
通
過
さ
せ
た
状
況
と
好
対

照
を
な
す
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商
政
策
が
、
米
国
の
労
働
者
の
暮
ら
し
を
真

に
豊
か
に
す
る
も
の
だ
っ
た
か
は
議
論
が
分
か
れ
る
。
政
権
内
で
は

金
融
界
や
多
国
籍
企
業
の
意
向
を
受
け
た
高
官
の
影
響
力
も
強
く
、

貿
易
統
制
と
は
政
策
方
向
が
逆
の
、
減
税
・
規
制
緩
和
を
進
め
て
富

裕
層
を
潤
し
た
と
の
批
判
も
根
強
い
。
貿
易
摩
擦
に
は
、
各
国
の
国

内
格
差
や
国
際
的
な
経
常
収
支
の
不
均
衡
な
ど
構
造
的
な
問
題
も
関

係
し
て
い
る
。
急
速
な
技
術
革
新
が
進
み
、
無
形
資
産
や
デ
ー
タ
が

主
力
と
な
る
今
後
の
経
済
に
あ
っ
て
、
関
税
に
よ
る
「
壁
」
が
労
働

者
の
暮
ら
し
の
向
上
に
果
た
し
う
る
役
割
は
限
定
的
だ
。

　

た
だ
、
実
態
は
と
も
か
く
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を
支
持
す
る
労
働
者
層

が
今
も
な
お
、
そ
の
通
商
政
策
が
自
分
た
ち
を
助
け
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
、
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
後
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
技
術
革
新
に
よ
り
、
金
融
界
や
Ｉ
Ｔ
企
業
は
大
き
く
成
長
し

た
が
、
多
く
の
米
国
民
は
豊
か
さ
の
実
感
が
得
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
苦

し
み
が
増
し
た
と
感
じ
て
い
た
。
金
融
界
な
ど
に
も
近
い
バ
イ
デ
ン

氏
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
策
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
自
由
化
の
果
実
を
大

衆
に
十
分
に
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
も
、
そ
の
利
点
に
つ
い
て
説
得
す
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る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
逆
説
的
だ
が
、
そ
の
失
敗
を
通
じ
て
ト

ラ
ン
プ
氏
の
よ
う
な
指
導
者
の
台
頭
を
許
し
、
自
由
な
通
商
秩
序
や

国
際
協
調
を
揺
る
が
す
危
険
に
世
界
を
さ
ら
し
た
こ
と
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
た
バ
イ
デ
ン
の
課
題

　

一
一
月
の
大
統
領
選
挙
で
ト
ラ
ン
プ
氏
と
対
決
す
る
バ
イ
デ
ン
氏

は
、
民
主
党
の
中
で
も
自
由
貿
易
へ
の
支
持
が
強
い
政
治
家
だ
。
上

院
議
員
と
し
て
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
弾
み
を
付

け
た
中
国
へ
の
最
恵
国
待
遇
（
Ｍ
Ｆ
Ｎ
）
の
恒
久
化
法
案
に
賛
成
し

た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
め
、
同
盟
国
な
ど
多
国
間
の
連
携
で
中
国
を
制
す

る
通
商
戦
略
を
支
持
し
て
い
る
。
一
九
年
七
月
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
「
当
初
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
形
で
は
復
帰
し
な
い
」
と

述
べ
て
お
り
、
逆
に
言
え
ば
、
再
交
渉
し
て
復
帰
す
る
可
能
性
も
残

し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
後
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
不
人
気
を
意
識
し
て
か
、

自
ら
の
通
商
戦
略
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
言
及
を
避
け
て
き
た
。
サ

ン
ダ
ー
ス
氏
陣
営
と
の
共
同
の
政
策
提
言
で
も
、「
米
労
働
者
を
最

優
先
す
る
通
商
政
策
を
追
求
す
る
」
と
の
大
雑
把
な
方
向
性
の
一
致

を
示
す
に
と
ど
ま
る
。

　

本
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
自
由
貿
易
そ
れ
自
体
は
善
で
も
悪
で
も

な
い
。
人
々
が
豊
か
さ
の
実
感
を
抱
き
、
自
由
で
安
全
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
築
く
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
の
手

段
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
冷
戦
終
結
後
に
米
国
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が

推
し
進
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
自
由
貿
易
は
、
い
つ
の
間
に
か
そ
れ

自
体
が
目
的
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
掲
げ
た
社
会
像

が
「
古
き
良
き
ア
メ
リ
カ
」
へ
の
郷
愁
だ
っ
た
と
し
て
も
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の
登
場
を
も
た
ら
す
程
度
に
は
、
米
国
民
に
と
っ
て
十
分

に
説
得
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

仮
に
バ
イ
デ
ン
氏
が
当
選
す
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
危
機
で
世
界
恐
慌
以

来
の
不
況
に
あ
え
ぐ
米
世
論
を
に
ら
み
、
国
内
の
格
差
や
分
断
を
修

復
す
る
こ
と
が
最
優
先
で
求
め
ら
れ
る
。
当
面
は
通
商
政
策
に
注
力

で
き
る
状
況
で
は
な
く
、
製
造
業
を
中
心
に
米
国
内
の
産
業
保
護
に

も
相
当
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
同
盟
国
と
の
連
携
に
基
づ
き
、
対

中
国
戦
略
も
再
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
自
由
貿
易
の
旗
手
」

を
任
ず
る
日
本
に
は
、
持
続
可
能
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
道
筋
を
示
す

役
割
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

大
統
領
選
の
結
果
は
現
時
点
で
五
分
五
分
だ
ろ
う
。
日
本
に
と
っ

て
本
質
的
に
重
要
な
の
は
、
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
で
は
な
い
。
日
本
が

経
済
力
を
維
持
し
つ
つ
自
由
と
民
主
主
義
を
守
り
、
国
民
一
人
一
人

が
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
国
を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
。

そ
の
「
ゴ
ー
ル
」
に
つ
い
て
社
会
的
合
意
を
つ
く
り
、
実
現
に
向
け

た
通
商
産
業
政
策
に
つ
い
て
、
米
国
や
国
際
社
会
に
説
得
的
に
訴
え

か
け
る
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
●




